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1. 要約
課題の概要、解決策の概要、成果の概要、量子有用性の創出、成果の課題への解決貢献度、ゴール/手法/成果の新規性・独自性、成果により期待される経済・社会的なインパクト、成果の関連する課題への展開などを含めた内容を1000文字以内で記載ください。

2. 課題の内容・研究の内容
2.1 課題の背景
本研究の意義・重要性を把握するうえで必要となる課題の背景について記載ください。

2.2 課題の内容
解くべき課題の内容や量子計算により解く内容について記載ください。

2.3 古典コンピュータでの現状の認識
古典コンピュータで解決できないエビデンスなどについて記載ください。

2.4 研究の目的
研究を通じて目指す内容・方向性・状態・ゴールについて記載ください。

3. 解決案の内容
3.1　先行研究
（先行研究がある場合は）本研究との差分を明確にするため課題・量子技術での先行研究の内容を記載ください。

3.2　研究開発した技術・アルゴリズム
研究開発した技術・アルゴリズム・量子回路の特徴、工夫ポイント、課題解決に寄与する技術開発の検討において前提としたハードウェア及びソフトの将来の技術進展の仮定および仮定の根拠（5.3を参照する形も可）などについて、記載ください。

3.3　使用ツール・システム・データ
本研究に使用するハードウェア、ソフトウェア、アルゴリズム、システム構成、データ等を記載ください。

3.4　作成したソフトウェア
本研究にて作成したソフトウェア・プログラム（モジュール構成やデータフローなど）について、記載ください。

3.5　評価方法
開発したソフトウェア・プログラムを評価する手法やフローについて、記載ください。既存のベンチマークがある場合はベンチマークを必ず明示してください。既存のベンチマークがない場合は実データとの比較や実験的な手法による優位性の確認結果もしくは手法に関する道筋を必ず明示してください。

4. 研究結果
ハードウェア使用した結果を記載ください。既存のベンチマークがある場合は古典の結果に対する結果を記載。既存のベンチマークがないものについては何が生まれたのか、どんな価値が見出されたのかを記載ください。

5. 考察
5.1 成果に対する考察
課題の背景や研究の目的に対して、どのように役立つといえる結果を示したと解釈したのかについて、記載ください。

5.2 今後解決すべき課題
今後社会実装までにどのような課題を解決する必要があるかや実現可能性を検証するアプローチについて、記載ください。

5.3 成果を踏まえたビジョン
本成果が課題解決へ寄与するプロセス・ビジョンについて記載ください。また、左記のプロセスにあたって前提となる、将来の技術的進歩の仮説および仮説の根拠について、記載ください。

5.4 社会実装に向けたロードマップ
ロードマップ（タイムラインとアクションとマイルストーン）を記載ください。

6. まとめ
6.1 量子有用性の創出
量子有用性を創出しているポイントもしくは将来的に量子有用性を創出すると期待されるポイントや根拠を記載ください。

6.2 成果の課題への解決貢献度
課題の解決に対して、本成果のどれだけ貢献したか（課題の困難さ、得られた成果と課題解決の関係性など）を記載ください。

6.3 ゴール設定/手法/成果の新規性・独自性
ゴール設定/手法/成果の新規性・独自性のポイント​や新規性・独自性の課題解決・社会実装期間の短縮・市場拡大との関係性について、記載ください。

6.4 成果により期待される経済・社会的なインパクト
・社会的インパクト（定性的に誰の何がなぜどう変わるのか）
・経済的インパクト（定性的に誰の何がなぜどう変わるのか）
※定量的な指標が示せる場合は根拠とともに記載（2030年,2040年,2050年時点における記載を想定）

6.5 成果の他課題/他領域への展開・適用可能性
対象課題以外への展開可能性について、記載ください。
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